
戦
国
時
代
の
秋
田

秋
田
最
後
の
戦
い
「
湊
合
戦
」

秋
田
の
戦
国
時
代
を
代
表
す
る
合
戦
は
、
天
正
十
四

年

一
五
八
六

の
有
屋
峠
の
戦
と

天
正
十
七
年

一

（

）

、

（

五
八
九
）
の
湊
合
戦
（
檜
山
・
湊
合
戦
）
で
す
。

有
屋
峠
の
戦
（
小
野
寺
義
道
対
最
上
義
光
の
戦
）
は

『
奥
羽
永
慶
軍
記

（

）
な
ど

』

-

・

A
2
1
1

9
8

9
9

の
軍
記
物
の
記
述
し
か
な
く
、
近
年
、
戦
い
そ
の
も
の

が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（

横
手

『

』

）
。

、

、

市
史

な
ど

一
方

湊
合
戦
は
安
東
氏
を
二
分
し

周
辺
の
領
主
を
も
巻
き
込
ん
だ
一
大
合
戦
で
し
た
。

檜
山
・
湊
両
家
を
統
合
し
、
信
長
と
の
交
流
や
男
鹿

の
脇
本
城
築
城
な
ど
で
、
安
東
氏
中
興
の
祖
と
な
っ
た

下
国
愛

季
が
志
半
ば
で
没
し
た
の
は
、
天
正
十
五
年

ち
か
す
え

（
一
五
八
七
）
四
九
歳
の
時
で
し
た
。

湊
城
主
と
な
っ
て
い
た
愛
季
の
次
男
実

季
は
、
父

さ
ね
す
え

の
死
に
よ
り
天
正
十
六
年
に
わ
ず
か
十
三
歳
で
下
国
惣

領
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
愛
季
に
よ
っ
て
檜
山
家
に

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス

十
月
よ
り
始
ま
っ
た
公
文
書
館
講
座
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー

ス
（
全
四
回

。
今
回
は
、
第
三
・
四
回
の
講
座
の
内
容
を
ご

）

紹
介
し
ま
す
。

第３回

(金)11/5

統
合
さ
れ
た
湊
家
で
は
ま
だ
不
満
が

燻

っ
て
お
り
、

く
す
ぶ

愛
季
の
死
と
幼
年
の
当
主
へ
の
代
替
わ
り
を
機
に
、
天

正
十
七
年
二
月

従
兄
で
あ
る
豊
島
城
主
・
道

季

通

、

（

み
ち
す
え

季
）
が
反
旗
を
翻
し
、
こ
こ
に
湊
合
戦
が
勃
発
し
ま
し

た
。戸

沢
氏
と
南
部
氏
の
支
援
を
と
り
つ
け
た
道
季
は
当

初
有
利
に
戦
い
を
展
開
し
、
実
季
は
湊
城
を
放
棄
し
檜

山
城
に
籠
城
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
い
っ
た
ん
和
議

が
成
立
し
ま
す
が
、
戦
局
を
打
開
す
る
た
め
、
実
季
は

由
利
の
領
主
へ
支
援
を
要
請
し
ま
す
。
資
料
は
五
月
二

十
三
日
付
け
で
、
由
利
の
仁
賀
保
氏
に
助
勢
を
要
請
し

た
書
状
で
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
実
季
は
由
利
の
領

主
と
庄
内
の
最
上
氏
の
支
援
を
と
り
つ
け
、
そ
の
軍
勢

を
道
季
・
戸
沢
軍
の
背
後
を
突
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
湊

合
戦
に
勝
利
し
ま
す
。

湊
合
戦
の
詳
し
い
戦
況
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
『
秋
田
家
史
料
』
に
あ
る
「
湊
檜
山
両

家
合
戦
覚
書

（
実
季
の
回
想
を
ま
と
め
た
も
の
）
に

」

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
『
秋
田
家
史
料
』
は
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
作
成
し
た
複
製
本
を
当
館
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
た
だ
し
原
所
蔵

機
関
の
意
向
に
よ
り
コ
ピ
ー
は
不
可

。
）

そ
の
後
、
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
秋
田
の
中
心
的
大
名

と
認
め
ら
れ
た
実
季
は
、
秋
田
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
関
ヶ
原
の
戦
後
、
常
陸
・
宍
戸
六
万

石
へ
と
転
封
と
な
り
、
そ
の
後
も
波
乱
の
人
生
を
送
り

ま
し
た
。
嫡
子
俊

季
と
の
不
和
が
お
こ
り
、
そ
れ
が

と
し
す
え

幕
府
の
知
る
所
と
な
り
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に

。

、

伊
勢
朝
熊
に
蟄
居
と
な
り
ま
す

長
い
蟄
居
生
活
の
後

実
季
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
八
四
歳
の
波
乱
の

。

【

】

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た

佐
藤

隆
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県
指
定
有
形
文
化
財

「
秋
田
県
行
政
文
書
」
に
つ
い
て

今
年
三
月
十
二
日
、
明
治
期
か
ら
昭
和
二
十
二
年
度

ま
で
の
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
二
万
点
余
が
県
指
定
有

形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た

。。

こ
れ
は
、
各
分
野
に
わ
た
る
公
文
書
が
体
系
的
に
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
近
代
的
文
書
管
理
制
度
が
明
治

の
極
め
て
早
い
時
期
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
近
代
行
政
文
書
の
文
化
財
と
し

て
の
価
値
、
そ
の
意
義

「
秋
田
県
行
政
文
書
」
の
保

、

存
に
関
す
る
経
緯
な
ど
を
説
明
し
併
せ
て
、
主
な
資
料

を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
右
の
写
真
は
明
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）
の
御
巡
幸
時
に
天
覧
に
供
さ
れ
た

鵜
飼
い
の
絵
図
で
す
が
、
こ
の
他
に
も
興
味
深
い
資
料

。

【

】

の
数
々
を
お
見
せ
す
る
予
定
で
す

柴
田
知
彰

第４回

(金)11/19
「御巡幸御用掛事務簿」天覧物取調掛之部 二

番 資料番号：930103-12011

こ
の
た
び
、
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
で
『
国
典
類
抄
』

（

）
を
使
用
し
、
藩
主
御
上
覧

-

A
S
2
0
9

1
6
7

の
町
踊
り
や
盆
踊
り
の
様
子
な
ど
を
読
み
解
い
て
み

た

国
典
類
抄

後
編
吉
部
四
十
二
に

明
和
二
年(

一

。『

』

、

七
六
五)

八
代
藩
主
義
敦
が
御
国
入
り
し
た
折
の
、
祝

。

、

賀
の
御
上
覧
町
踊
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る

大
町
茶
町

脇
町
、
湊
町
が
三
部
構
成
か
ら
な
る
踊
り
を
披
露
し
て

い
る
。

中
で
も
、
大
町
茶
町
の
演
目
は
、
入
り
端(

初
め)

に

、

、

扇
子
踊
り

中
踊
り
に
初
め
駒
踊
り
・
終
わ
り
傘
踊
り

引
き
端(

終
わ
り)

に
さ
ん
さ
踊
り
で
あ
る
。
今
回
、
特

に
こ
の
さ
ん
さ
踊
り
に
注
目
し
て
み
た
。
当
初
、
こ
の

、

、

、

歌
詞
は
五
詞
と
み
て
い
た
が

統
一
感
が
な
く

後
に

そ
れ
ぞ
れ
独
立
詞
と
判
明
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二
詞
を

抽
出
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

目
出
度
の
若
松

竹
よ

枝
も
栄
え
る
葉
も
し
け
る

②

呑
め
や
大
黒
う
た
へ
や
ゑ
ひ
す

出
て
酌
取
宇
賀
の
神

①
は
山
形
県
の
民
謡
「
花
笠
踊
り
」
に
み
ら
れ
、
古
く

は
寛
文
年
間
の

諸
国
盆
踊
唄
唱
歌

明
和
年
間

山

『

』
、

『

家
鳥
虫
歌
』
山
城
国
の
歌
と
し
て
、
②
は
菅
江
真
澄
著

『
鄙
廼
一

曲
』(

文
化
六
年)

に
陸
奥
の
歌
と
し
て
、

ひ
な
の
ひ
と
ふ
し

記
録
さ
れ
て
い
る
。

「

」（

当
館
蔵
佐
竹
文
庫
に

汰
場
唄
の
唱
歌
拾
五
章

A

）
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
阿
仁
銅

・

-

S
9
1
1

9

1

山
小
沢
で
藩
主
歓
迎
歌
、
鉱
山
祝
い
歌
と
し
て
こ
の
二

詞
が
文
久
元
年(

一
八
六
一)

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
写

真
は
そ
の
史
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
か
ら
、
次
の
よ
う
な
芸
能
史
の

一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
全
国
的
な
流
行
歌

が
秋
田
に
流
入
し
、
町
踊

は
や
り
う
た

り
の
歌
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。

２
．
明
和
年
間
の
流
行
歌
が
約
百
年
後
の
文
久
年

は
や
り
う
た

間
ま
で
伝
承
さ
れ
て
、
藩
主
称
賛
の
歌
と
し
て
定

着
し
て
い
た
。

３
．
山
形
県
の
「
花
笠
踊
り
」
は
、
後
世
に
作
ら
れ

た
歌
・
踊
り
で
あ
る
。
歌
詞
若
松
様
は
、
若
松
竹

↓
若
松
さ
ん
↓
若
松
様
の
詞
の
変
遷
を
経
て

花
、「

笠
踊
り
」
で
は
天
童
市
の
名
刹
若

松

寺

を

じ
ゃ
く
し
ょ
う
じ

歌
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
歌
詞
が
約
三
百
五
十

年
を
経
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
民
謡
の
歌

詞
と
し
て
希
有
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
史
料
を
多
角
的
に
読
む
こ
と

は
歴
史
を
学
ぶ
お
も
し
ろ
さ
で
あ
る
。

【

】

菊
地
利
雄
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古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ


